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１　はじめに

　リードカナリーグラス（�����������	
��
�������

和名：クサヨシ）は，草質の面では他の寒地型牧

草に比べて劣るとみなされているものの，環境へ

の適応性が広く，永続性に優れ，容易に高収量が

期待でき３），夏の高温が著しい北陸地方の低標高

地においては永年にわたって安定した生産が得ら

れる草種として位置づけられています。特に新潟

県の低標高地ではリードカナリーグラスが基幹草

種となっている草地が多くみられます（写真１）。

　リードカナリーグラスの飼料特性について検討

した報告では，１番草の粗タンパク質含有率は同

一刈取り時期のオーチャードグラスの値よりむし

ろ高いこと４），家畜の嗜好性に問題があるものの

サイレージに調製することにより採食性がある程

度向上されること４），また，生育ステージの若い

リードカナリーグラスをサイレージに調製した場

合には，採食時間と採食量から見た嗜好性はオー

チャードグラスと同程度であること７）等の積極的

な評価もみられます。

　このようにリードカナリーグラスは，生産性や

利用のし易さなどの利点から日本各地で栽培さ

れ，主にサイレージとして調製利用されています。

２　いくつかの利用状況と品質改善の試み

　リードカナリーグラスサイレージの利用の事例

やサイレージの品質改善の試みをいくつか紹介し

ます。

　新潟県妙法育成牧場（新潟県中魚沼郡津南町）

は，標高６３０～９５０ｍにあり，年間降水量は２，２００�，

年平均気温は１０．６�で高冷地に属しています。根

雪日数１４０日にも及ぶ豪雪地帯です。当牧場では，

毎年約１８０頭の育成牛が預託され，県内農家の乳用

雌牛育成に活用されています。これら預託牛の越

冬用粗飼料として毎年慣行的に調製されている

リードカナリーグラスヘイレージの品質を調査し

てみました（表１，サンプル採集日１９９７年１２月５

日）。出来上がったヘイレージのｐＨは４．９３，乳酸

含有率は０．８２％と少なく，また，酪酸含有率と全

窒素含有率に対するＶＢＮ（揮発性塩基態窒素：

主にアンモニア）の比率（ＶＢＮ／ＴＮ）は，乾

物あたりそれぞれ０．３６％，２．９４％ときわめて少な

い値でした。水分が３６．５％となるまで予乾処理が

施された結果，発酵が全体的に抑えられたこと，

その一方で，発酵によって引き起こされるタンパ

ク質の分解が抑えられたことを示しています。Ｖ

－スコア（発酵品質評価法の一つ，酢酸と酪酸の

含有率およびＶＢＮ／ＴＮから新評価法の配点表

により算出する）を求めたところ，８６点と高く，

ヘイレージの品質の評価は「良」となりました。

すなわち，このリードカナリーグラスは予乾処理

により品質が改善されたことを示しています。
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　次に，福島県畜産試験場でのリードカナリーグ

ラスサイレージの予乾処理試験１）について紹介し

ます。当場では水分３０％の著しい低水分および

５０％の低水分でリードカナリーグラスのロール

ベールサイレージを調製し，その品質を検討して

います。調製されたサイレージのｐＨは４．８から５．９

でｐＨの低下は小さいものでしたが，ＶＢＮ／ＴＮ

は５．５％から７．２％の間でＶＢＮ／ＴＮの上昇が抑

えられて，いずれもフリーク評点が８３点以上の良

品質なサイレージであったことが報告されていま

す。先の新潟県妙法育成牧場のヘイレージの事例

と併せて考えると，リードカナリーグラスの予乾

処理は，酪酸発酵の抑制による品質改善の効果が

あることが示されています。

　一方，添加物による高水分のリードカナリーグ

ラスサイレージの発酵品質改善の試みも行われて

います。先の福島県畜産試験場では，水分８０％程

度の高水分で調製したロールベールサイレージの

発酵品質に及ぼす糖蜜添加の影響２）も検討してい

ます。サイレージのｐＨは無添加の時には５．９０と低

下があまりみられず，ＶＢＮ／ＴＮは１１．２９％と高

く品質は不良でしたが，糖蜜添加により４．４５まで

低下し，一方ＶＢＮ／ＴＮは６．７４まで抑えられて，

品質が改善されました。糖蜜添加によりサイレー

ジの発酵品質が大きく改善されたことは，リード

カナリーグラス材料草中に水溶性炭水化物の量が

少ないことを意味していると推察されます。

　また，時田ら１０）が高水分のリードカナリーグラ

スサイレージの発酵品質に及ぼすギ酸の添加の影

響を検討しています（表２）。ギ酸添加によるｐＨ

の急速な低下は，微生物全体の生育を抑制するた

め，乳酸含有率が少なくなるものの，酪酸含有率

およびアンモニア態窒素の生成量も少なくするの

で，結果的に品質を改善することが期待されます。

ギ酸を添加するとサイレージからの廃汁流出量が

多くなり，可溶性物質の損失が増大することがあ

るといわれているので調製に注意が必要とされま

すが，利点としては無添加のサイレージに比べて

採食量が多くなるといわれます。時田ら１０）の試験

では，サイレージ調製には２番草が材料草として

用いられています。その結果，対照とした無添加

の１番草ロールベールサイレージのｐＨ４．８に対し

て，ギ酸を添加した２番草のサイレージはｐＨ３．８

と低く，添加の効果は明瞭となりました。有機酸

含有率についてみると，乾物中の乳酸含有率は

０．１９％まで低くなりました。一方，酢酸および酪

酸含有率，アンモニア態窒素含有率も低くなり，

ギ酸添加による発酵品質の改善が顕著となってい

ます。

３　サイレージ調製の問題の所在

　しかしながら，リードカナリーグラスサイレー

ジの発酵品質について検討した報告の中には，無

添加で調製したサイレージは低質であること２，６）

が多く，発酵品質改善のために乳酸菌を添加して

サイレージを調製しても目立った効果が得られな

かったという指摘６）もみられます。その一例とし

て新潟県畜産試験場で調製されたリードカナリー

グラスサイレージの発酵品質６）を紹介します（表

３）。１番草，２番草ともに材料草に含まれる糖の

１０

表１　新潟県妙法育成牧場で調製利用されているリードカナリーグラスヘイレージの品質

有機酸（％ＤＭ）

Ｖ－スコアＶＢＮ／ＴＮ総酸バレリアン酸酪酸プロピオン酸酢酸乳酸ｐＨ水分

８６２．９４２．２２０．０８０．３６０．０３０．９３０．８２４．９３３６．５

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （分析：新潟大学農学部草地学研究室　１９９７年）

表２　ギ酸を添加して調製したリードカナリーグラスサイレージの発酵品質

アンモニア態窒素有機酸（％ＤＭ）

（％ＤＭ）酪酸プロピオン酸酢酸乳酸ｐＨ水分

０．１６
０．４９

０．２７
１．６３

０．０３
０．１６

０．４０
１．７１

０．１９
０．４９

３．８
４．８

７７．１
７５．６

ギ酸添加２番草サイレージ
１番草ロールベールサイレージ

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （時田ら　２０００年）



１１

含有率（現物中％）は０．５％～０．９％程度であり，

良品質サイレージの調製が可能であるといわれる

１０％（乾物中）と比べて著しく低いことから，調

製されるサイレージは劣質となることが考えられ

ます。調製されたサイレージのｐＨは乳酸菌添加，

無添加いずれも５前後で良質サイレージといわれ

る４．２と比べて高く，ＶＢＮ／ＴＮは乳酸菌を添加

したサイレージであるにもかかわらず１８．６％～

３８．７％と高い割合でした。この結果，発酵品質は

全体的に悪かったといわれています。このような

結果となった理由としては以下の２点が推察され

ます。一つは，リードカナリーグラスは，他の牧

草とは異なり，結実後期になって初めて糖の量が

増加を始め，それ以前の出穂盛期までは７％（乾

物中）以下にとどまること５）です。つまり，チモ

シーやペレニアルライグラスと同じような出穂初

期を目安とした刈取りでは糖の含有量がこれらの

良質牧草よりかなり少なく（表４），発酵基質が不

足することが考えられます。そしてもう一つは，

オーチャードグラス等と比較して，生殖生長を行

う一番草においても栄養生長を行う再生草につい

ても，節間の伸長が旺盛で茎部（Ｃ，特に節間部）

と葉身部（Ｆ）の比（Ｃ／Ｆ比）が常に大きいこ

と８）です。このために材料草はかさばるので，詰

め込み密度を高めにくく，サイロ内の空気の排除

が不十分になる可能性が考えられます。

�

　いうまでもなく良質なサイレージを調製するた

めに重要な条件は，１）水溶性炭水化物（糖）の

量，２）糖を利用する乳酸菌の数，３）乳酸菌が

十分に活躍できる環境（嫌気条件）の確立，そし

て４）材料草の水分の調製です。上述のように

リードカナリーグラスは，糖の含有量がかなり少

ないこと，詰め込み密度を高めにくいこと等のた

めに嫌気条件が整いにくい欠点があるようにみえ

ます。そこで，これらの欠点を多少とも改善する

ために雪印種苗株式会社の酵素入り乳酸菌製剤

「スノーラクトＬアクレモパウダー」（以下アクレ

モ）が効果を発揮するのではないかと考えました。

アクレモは，これまでサイレージ添加物として一

般的に利用されてきた従来の繊維分解酵素トリコ

デルマセルラーゼと，近年新しく開発されトリコ

デルマセルラーゼより酵素活性が高いとされる酵

素アクレモニウムセルラーゼ（以下ＡＣ）の二つ

の酵素（繊維分解酵素），ならびに乳酸菌（ラクト

バチルス・ラムノーサス）の混合物です。酵素は，

細胞壁構成物質のセルロースを分解して発酵の基

質となる糖の含量を増加させる手段として，そし

て乳酸菌は，これらの糖を利用する乳酸菌の密度

を高めて，乳酸発酵を促進させる手段として機能

することが期待されます。

　実際にアクレモを添加してリードカナリーグラ

スサイレージを調製した結果９）を表５に示しまし

た。材料草は１番草で，水分は８２．５５％，粗タンパ

ク質と糖の含有率はそれぞれ乾物中１７．２％と

２．１％でした。材料草の糖の含有率は，良質サイ

４　アクレモ添加によるサイレージの発
酵品質の改善

表３　リードカナリーグラスヘイレージの材料草の水分および単少糖類含有率と発酵品質

発酵品質材料草

有機酸（％ＦＭ）単少糖類水分

ＶＢＮ／ＴＮ酪酸酢酸乳酸ｐＨ乳酸菌（％ＦＭ）刈取り日

１６．３
１８．６
３５．３
３６．５
４５．２
３８．７

０．１５
０．３７
０．６４
０．７０
０．６２
０．５０

０．３８
０．５６
０．５２
０．４２
０．５９
０．６４

２．０１
０．５６
０．４２
０．３０
０．３３
０．２８

４．９
５．０
５．２
５．２
５．１
５．０

×
○
×
○
×
○

０．８９

０．７３

０．４６

８５．９

８０．７

８４．０

５月１９日

６月３日

７月２１日

１番草

１番草

２番草

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （新潟県畜産試験場年報　１９９３年）

表４　リードカナリーグラス，ペレニアルライグラス，チモ

シーの出穂初期の可溶性炭水化物含有率（％ＤＭ）

チモシーペレニアルライグラスリードカナリーグラス

１５．４２７．０４．０

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （増子ら　１９９４年）



１２

レージの調製が可能であるといわれる含有率（乾

物中１０％）の１／５の値で，そのため無添加では

劣質なサイレージとなることが予想されました。

アクレモ（パウダータイプ）は製品の指示通り材

料草現物あたり０．０５％添加し，埋蔵密度は６００�／

�でサイレージ調製しました。

　調製されたサイレージのｐＨは，無添加の５．４８に

対し，アクレモ添加では４．９２まで低下し，乳酸含

有率は４．１２％まで上昇しました。アクレモ添加サ

イレージでは酪酸はみられず，フリーク評点は９２

点，サイレージは「優」と評価され，アクレモは

リードカナリーグラスサイレージの発酵品質を改

善する効果があることが示されました。別に，ア

クレモの構成成分であるＡＣ単独の添加がリード

カナリーグラスサイレージの発酵品質に及ぼす効

果についても調べてみました９）。その結果，ＡＣ

を単独添加した場合も，ｐＨの低下，乳酸含有率の

上昇，フリーク評点の上昇が見られ，リードカナ

リーグラスサイレージの発酵品質が著しく改善さ

れました（表６）。つまり，アクレモの添加効果に

は，そこに含まれるＡＣが大きな役割を果たして

いることになります。

５　おわりに

　初めに述べたように，リードカナリーグラスは，

サイレージ材料として必要な条件を備えたすばら

しい草種とは言い難いようです。しかしながら，

広い環境適応性，高い生産性，永続性等々，その

優れた生育特性を考えると，リードカナリーグラ

スは，比較的低コスト，省力的な粗飼料生産の促

進と粗飼料自給率の向上に貢献しうる草種である

ことは間違いのないことであり，これを何らかの

簡易な処理で良品質サイレージ化し，粗飼料中の

タンパク質を最大限に利用することは経営改善に

は重要です。

　その点で，アクレモの添加はリードカナリーグ

ラスの良質サイレージを安定して調製するために

役立つようです。良品質サイレージを調製するた

めに添加物を活用してリードカナリーグラスを良

質なサイレージとして調製利用してみてはいかが

でしょうか。
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表５　アクレモを添加して調製したリードカナリーグラスサイレージの発酵品質

有機酸（％ＤＭ）

�������フリーク評点ＶＢＮ／ＴＮ総酸バレリアン酸酪酸プロピオン酸酢酸乳酸ｐＨ

９３．２０
８８．０２

９２
４７

８．１３
９．６０

５．７２
４．２９

０．００
０．０７

０．００
０．２３

０．００
０．０６

１．６１
１．６８

４．１２
２．２８

４．９２
５．４８

アクレモ添加
無添加

（田川ら　２００１年）

表６　アクレモニウムセルラーゼを添加して調製したリードカナリーグラスサイレージの発酵品質

有機酸（％ＤＭ）

�������フリーク評点ＶＢＮ／ＴＮ総酸バレリアン酸酪酸プロピオン酸酢酸乳酸ｐＨ

９１．１４
８８．０２

９４
４７

８．４８
９．６０

８．２１
４．２９

０．００
０．０７

０．００
０．２３

０．０２
０．０６

１．８６
１．６８

６．３５
２．２８

４．４７
５．４８

ＡＣ０．０１％添加
無添加

（田川ら　２００１年）


